
資料４－４

一般国道９号 福光・浅利道路



道路建設事業の再評価項目調書 

 

事業名 一般国道９号 福光
ふくみつ

･浅利
あ さ り

道路 事業 

区分 
一般国道 事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点 自：島
しま

根
ね

県大田
お お だ

市温泉津町
ゆ の つ ち ょ う

福光
ふくみつ

 

至：島
しま

根
ね

県江津
ご う つ

市松川町
まつかわちょう

上河戸
か み かわ ど

 

延長 
６．５km 

事業概要  

 一般国道９号は、京都
きょうと

府京都
きょうと

市から山口
やまぐち

県下関
しものせき

市までを結ぶ延長約730kmの主要幹線道路である。 

福光
ふくみつ

･浅利
あ さ り

道路は、島根
し ま ね

県大田
お お だ

市温泉津町
ゆ の つ ち ょ う

福光
ふくみつ

から江津
ご う つ

市松川町上
まつかわちょうかみ

河戸
か わ ど

を結ぶ延長６．５ｋｍの自動車専用道路であ

る。 

事業目的は、企業進出の促進や、港湾アクセスの強化、救急医療施設アクセスの強化を図ることである。 

Ｈ２８年度事業化 Ｈ２７年度都市計画決定 Ｈ３０年度用地着手 Ｒ２年度工事着手 

全体事業費 290億円 
事業進捗率 
（R2年度末時点） 

15％ 供用済延長 0.0ｋｍ 

計画交通量  15,500～15,800台／日 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ （3便益） 総費用   （残事業）/（事業全体） 

/ 

 

総便益    （残事業）/（事業全体） 

 
基準年  

(事業全体)   1.5 

 

(残事業)    1.7 

233/273億円 

事業費    ：  198/238億円 

維持管理費：  35/35億円 

 

           399/399億円 

走行時間短縮便益： 307/307億円 

走行経費減少便益： 76/76億円 

交通事故減少便益： 17/17億円 

令和２年 

感度分析の結果  

(事業全体) 

 

交 通 量：B/C＝1.3～1.7(交 通 量±10％） 
事 業 費：B/C＝1.4～1.6(事 業 費±10％） 
事業期間：B/C＝1.4～1.5(事業期間±20％） 

(残事業) 

 

交 通 量：B/C＝1.5～1.9(交 通 量±10％） 
事 業 費：B/C＝1.6～1.9(事 業 費±10％） 
事業期間：B/C＝1.6～1.8(事業期間±20％） 

事業の効果等 
 

 
①円滑なモビリティの確保 

・渋滞損失時間の削減が期待される 
②物流効率化の支援 

・大田市から浜田港（重要港湾）までのアクセス向上が期待される 

③国土・地域ネットワークの構築 

・高規格幹線道路「山陰自動車道」に並行する自動車専用道路の一部として位置づけられている 

・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が期待される 

④個性ある地域の形成 

・江津地域拠点工業団地へのアクセスが向上し、企業進出等による民間投資の拡大が期待される 

・島根県西部から石見銀山（R1 観光入込み客数 26.5万人/年）等へのアクセス向上が期待される 

⑤安全で安心できるくらしの確保 

・三次救急医療機関（島根県立中央病院、島根大学医学部附属病院）へのアクセス向上が期待される 

⑥災害への備え 

・第１次緊急輸送道路である国道９号の代替路線を形成する 

⑦地球環境の保全 

・ＣＯ２排出量の削減が期待される 

⑧生活環境の改善・保全 

・ＮＯｘ排出量の削減が期待される 

・ＳＰＭ排出量の削減が期待される 

⑨他のプロジェクトとの関係 

 ・「中国ブロックにおける社会資本整備重点計画（H28.3）」に位置づけられている 

 ・大規模事業（山陰道 仁摩・温泉津道路、一般県道浅利渡津線）と一体的に整備する必要がある 
・「島根県総合発展計画（H28.3）」「大田市第2次総合計画（H31.3）」「第6次江津市総合振興計画（R2.3）」
に位置づけられている 
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関係する地方公共団体等の意見  
 
 

対応方針（原案）については妥当である。 

一般国道９号福光・浅利道路については、地域産業の活性化や地域間交流の促進に大きく寄与するとともに、

国道９号の事故・災害時の代替道路機能の確保、救急医療活動の支援に必要不可欠な事業である。 

人口減少に歯止めをかけ、希望と活力に満ちた新時代にふさわしい「島根創生」の実現を目指すためにも、そ

の基盤となる山陰道の早期全線開通は県民の悲願である。そのため、事業中区間の早期開通と未事業化区間の早

期事業化を行っていただきたい。 

加えて、上記事業区間については用地買収を鋭意進められているところであるが、開通見通しが示されていな

い。企業誘致や観光振興の後押しに繋がることから、開通見通しを積極的に公表していただきたい。 

また、山陰道の優先整備区間となっている「小浜～田万川間」及び「大井～萩間」の令和３年度新規事業化を

強く要望する。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  
H28 年度に福光・浅利道路が事業化 
H28 年度に浜田・三隅道路が全線開通 
H29 年度に朝山・大田道路が全線開通 
H30 年度に多伎・朝山道路が全線開通 

H30 年度に一般県道浅利渡津線が全線開通 

R２ 年度に益田西道路が新規事業化 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

 令和２年度末で事業全体の進捗率は 15％となる見込みである 

 事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

 

 

 

 

 

 現在は工事を進捗しており、早期開通を目指し事業を推進している 

施設の構造や工法の変更等  

今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ事業を推進していく 

対応方針  事業継続 

対応方針決定の理由  
 以上の状況を勘案すれば事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる 
事業概要図  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳と一致しないことがある。 
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

一般国道９号 福光・浅利道路
ふく みつ あ さ り

国土交通省 中国地方整備局

令和２年１０月

「事業再評価」
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

今後の対応方針（原案）
（１）福光・浅利道路

1）事業を巡る社会情勢等の変化

3）事業の進捗状況

②事業の進捗見込み

③コスト縮減や代替案立案等の可能性

◇現在は工事を推進しており、早期開通を目指し事業を推進している。

◇令和２年度末で事業全体の進捗率は15％となる見込みである。

◇今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ事業を推進していく。

2）事業の効果

①事業の必要性の視点

【今後の対応方針（原案）】

◇上記①～③の各視点により、以上の状況を勘案すれば、事業の必要性・重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
◇今後の事業実施にあたっては、更なるコスト縮減に努力しつつ、効率的で効果的に事業を継続する。

１.再評価の視点

２.県への意見照会結果
対応方針（原案）については妥当である。
一般国道９号福光・浅利道路については、地域産業の活性化や地域間交流の促進に大きく寄与するとともに、国道９号の事故・災害時の代替道路機能の確
保、救急医療活動の支援に必要不可欠な事業である。
人口減少に歯止めをかけ、希望と活力に満ちた新時代にふさわしい「島根創生」の実現を目指すためにも、その基盤となる山陰道の早期全線開通は県民の
悲願である。そのため、事業中区間の早期開通と未事業化区間の早期事業化を行っていただきたい。
加えて、上記事業区間については用地買収を鋭意進められているところであるが、開通見通しが示されていない。企業誘致や観光振興の後押しに繋がるこ
とから、開通見通しを積極的に公表していただきたい。
また、山陰道の優先整備区間となっている「小浜～田万川間」及び「大井～萩間」の令和３年度新規事業化を強く要望する。

◇費用便益比（B/C）=1.5(事業全体) 1.7（残事業）
◇道路の役割
①環境への影響を考慮した効果［約5.3千㌧/年のCO2削減］

福光・浅利道路整備に伴う速度向上による地球環境（CO2）の改善効果を算定
②沿道環境の改善[NOX排出量：13.4トン/年（約0.6%削減）、SPM排出量：約1.1トン/年（約1.0%削減）］
③緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

・平成28年12月に浜田・三隅道路が全線開通。 ・平成30年3月に朝山・大田道路が全線開通。
・平成31年3月に多伎・朝山道路が全線開通。 ・平成31年3月に一般県道浅利渡津線が全線開通。
・令和２年度 益田西道路新規事業化。

-4-



一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

項目
判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない
沿線市町村の人口 H28：58,749人 → R元：56,220人（大田市、江津市）
沿線市町村の自動車保有台数 H28年度末：46,711台 → H30年度末：
46,365台（大田市、江津市）

変化なし
■

変化あり
□

前回評価からの事業費・事業期間の増加
増加
無し

10%以内
増加 10%超え

事業費の増加
全体事業費：290億円（H28年度新規事業化時）→290億円（R２年度再評価
時）
※増加率0%

■ □ □

事業期間の増加 10年（H28年度新規事業化時） → 10年（R２年度再評価時）※増加率0% ■ □ □

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない H30.2.9_費用便益分析マニュアル改定
変化なし
□

変更あり
■

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内）
1,359,300TE/日（H28年度新規事業化時）→1,483,500TE/日（R２年度再評
価時）
※増加率+9％

10%以下
■

10%超え
□

周辺ネットワークで新規事業化がない 山陰道 益田西道路（R2年度） 等
なし
□

あり
■

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して費用対効果分析に要する費用が大きい
・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準
値を上回っている

直近３ヶ年の事業費の平均に対する分析費用 0.24% ＜ 基準値（1.0%）
前回評価時の感度分析下位ケース 1.3 ＞ 基準値（1.0）

満たしている
■

満たしていない
□

前回評価で資料の作成を省略していない
省略していない

■
省略している

□

前回評価で費用対効果分析を省略していない
省略していない

■
省略している

□

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） 特になし －

以上より、審議区分 ： 要点 資料 ： 作成 費用対効果分析 ： 実施 とする。

１．再評価の重点化・効率化判定票
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

●一般国道９号は、京都府京都市から山口県下関市に至る延長約730kmの主要幹線道路である。

●福光･浅利道路は、島根県大田市温泉津町福光から江津市松川町上河戸に至る延長6.5kmの自動車専用道路である。
ふく みつ あさ り しま ね おおだ ゆ の つ ちょう ごう つ

きょうと しものせききょうと やまぐち

ふくみつ まつかわちょう かみかわど

事業中

遠
田
IC

石
見
三
隅
IC

（仮
）浅
利
IC

石
見
福
光
IC

事業中

仁
摩
・石
見
銀
山
IC

大
田
中
央
・三
瓶
山
IC

事業中

出
雲
多
伎
IC

出
雲
IC

福光・浅利道路
延長 6.5km

三隅・益田道路
静間・仁摩道路
大田・静間道路

湖陵・多伎道路
出雲・湖陵道路

当面現道
活用区間

E9
E9

E74

E54

E2A

令和5（2023）年度
開通予定

令和6（2024）年度
開通予定※

※トンネル工事・大規模橋梁工事・
大規模法面対策工事等が
順調に進捗した場合

令和7（2025）年度
開通予定※

須
子
IC

益田西道路
事業中

（仮
）戸
田
IC

２．事業概要
（１）位置図

写真① 写真②H30年3月撮影 H30年3月撮影

写真②

写真①

宍
道

JCT

浜
田

JCT

JCT間B/C 算出範囲

①石見福光ICから山口方面を望む ②青波IC（仮称）から山口方面を望む

青波ＩＣ
（仮称）
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

●福光・浅利道路は、企業進出の促進や、港湾アクセスの強化、救急医療施設アクセスの強化等を目的とした事業である。

●平成27年9月に福光浅利線として都市計画決定後、平成28年度に事業着手している。

●平成30年度から用地買収に着手しており、令和２年度より工事に着手する予定である。

計画概要 標準断面図

ごうつ まつかわちょうかみかわど

ふくみつ あさり

おおだ ゆのつちょう ふくみつ

２．事業概要
（２）事業目的と計画概要

土 工 部路 線 名 一般国道９号 福光・浅利道路

起 終 点
起点 ： 島根県大田市温泉津町福光

終点 ： 島根県江津市松川町上河戸

計 画 延 長 ６．５ｋｍ

計 画 交 通 量 １５，５００～１５，８００台／日

道 路 の 規 格 第１種第３級

設 計 速 度 ８０ｋｍ／ｈ

車 線 数 暫定２車線

橋 梁 部

●事業全体の進捗状況
（令和２年度末見込）

ふくみつ あさり

福光・浅利道路

用地 95％

工事 7％

全体 15％

※事業費に対する割合

●事業の経緯

事
業
経
緯

福光・浅利道路

平成27年度 都市計画決定
平成28年度 事業化
平成30年度 用地着手
令和2年度 工事着手（予定）

区間
年度

至

山
口
市

至

松
江
市

12,037台/日【2車線】

6,127台/日【2車線】
11,291台/日【2車線】

7,491台/日【2車線】

8,417台/日【2車線】

江津道路 福光・浅利道路 延長6.5㎞ 仁摩･温泉津道路

（開通済）（開通済）

（当面、現道を活用する区間）
終
点

江
津
市
松
川
町
上
河
戸

ご
う
つ

ま
つ
か
わ
ち
ょ
う

か
み
か
わ
ど

起
点

大
田
市
温
泉
津
町
福
光

お
お
だ

ゆ
の
つ
ち
ょ
う
ふ
く
み
つ

※交通量：平成27年道路交通センサス 江津地域拠点工業団地

江津バイパス

i＝6.0%

R＝100

i＝5.62%

i＝6.0%

ふくみつ あさり

計画概要図
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

E9
E9

E74

E54

E2A

L=14.5km L=4.6km

山陰道
福光・浅利道路
L=6.5Km

●平成28年12月に浜田・三隅道路が全線開通。
●平成31年3月に多伎・朝山道路が全線開通。
●令和 2年度より益田西道路が新規事業化。

●平成30年3月に朝山・大田道路が全線開通。
●平成31年3月に一般県道浅利渡津線が全線開通。

平成28年12月
浜田・三隅道路 全線開通

開通状況

H29.7.31撮影

平成31年3月
一般県道浅利渡津線

全線開通

開通状況

H31.3.17 撮影

平成30年3月
朝山・大田道路 全線開通

開通状況

H30.3.25

平成31年3月
多伎・朝山道路 全線開通

開通状況

H31.4.23撮影

L=6.3km L=9.0km益田西道路
L=9.1km

３．前回評価時からの主な周辺状況の変化
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

４．事業の必要性
（１）現状の課題

●国道９号の福光～江津間で通行止めが発生した場合、周辺の
道路は狭幅員区間が多いため、大きく迂回する経路を選択せざ
るを得ず、生活や物流活動に大きな支障をきたしている。（迂回
路使用時の時間比は通常時の約３倍）

課題②：災害等による通行止め（通行止めによる迂回）

［国道9号］

［現在の迂回路］

江
津
市
役
所

大
田
市
役
所

温
泉
津
支
所

迂回路との時間差

約42分

約66分

約24分

（H27道路交通センサスより算出）

●島根県西部では、高度外傷や周産期医療など、浜田医療セン
ターでは対応していない治療が必要な患者は、出雲市の第３次
救急医療機関への広域搬送を余儀なくされているが、60分で到
達できない地域が存在。

●福光・浅利道路の整備により、搬送時間の短縮やカーブ区間等
の回避により、搬送時の患者への負担が軽減される。

課題①：地域医療の支援

島根大学医学部付属からの６０分圏域

・一般道はカーブが多 く 、また路面の状況

が悪い箇所もあるため、振動等が発生し、

安定した緊急走行が確保されず、課題

である。

・山陰道の整備によ り 、搬送時間の短縮及

び患者への負担軽減が期待できる。

（R元.9浜田市消防本部ヒアリング）

関係者の声

【島根県西部（注の60分圏域人口※】

※ 人口はH27国勢調査メッシュ人口に基づく

（注 浜田市、江津市、大田市、川本町、美郷町）

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0

約6.4
万人

約1.0万人
増加

（万人）

福光・浅利道路
整備後

福光・浅利道路
整備前

約6.4
万人

約1.0
万人

江津市役所

江津市

大田市

福光～浅利
並行区間

大田市役所
温泉津支所

至 大田市役所
温泉津支所

通行止め発生時の迂回ルート

S58.7
江津市黒松町

凡 例

現道

迂回路

現道と迂回路の所要時間比較

：福光・浅利道路整備前の60分圏域

：福光・浅利道路整備後に追加される60分圏域
≪道路ネットワーク≫
整備前 ： 出雲・多伎間、大田・仁摩間整備後、福光・浅利間整備前の道路網
整備後 ： 出雲・多伎間、大田・仁摩間、福光・浅利間整備後の道路網

≪速度条件≫ Ｈ27センサス規制速度。その他H27以降に開通した道路の設定速度は
規制速度で算出。開通予定山陰道は70km/hで設定
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

13.0
14.5 14.4

17.3
19.2 19.9

29.6
31.2

0

10

20

30

40

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

(%)

２１.２ｈａ
現造成面積

４７.４ｈａ
追加造成後面積

企業進出に伴い
追加造成！

４．事業の必要性
（２）道路整備により期待される効果

●江津地域拠点工業団地では、山陰道等の開通目標公表とともに開発ニーズが高まり、追加造成が決定。

●福光・浅利道路をはじめとした山陰道のネットワーク化により更なる企業の進出が期待され、若手世代の雇用創出にも貢献が期待される。

効果：地域経済を支える企業進出支援

江津地域拠点工業団地

〈自治体の声〉

・工業団地への問い合わせ

状況等を踏まえ追加造成

に着手している。

・高速道路のアクセス性の
良さも進出決定の一要因
である。

〈進出企業の声〉

（H29.9 市役所ヒアリング）

（R元.11 企業ヒアリング）

関係者の声

凡 例

現造成

追加造成

H31.3 撮影

（資料/江津市役所商工観光課）

江津市の新卒者市内就職率

企業進出が
地域若手世代の
雇用創出に貢献!

近年増加傾向

4
5 5 5 5

11 11 11 11
12 12

0

2

4

6

8

10

12

14

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（件）

江津地域拠点工業団地の企業数の推移

計画段階評価で福光江津間
の対応方針選定（Ｈ25.7）

福光～浅利間
都市計画決定
（Ｈ27.9）

（資料/島根県企業局）

一般県道浅利渡津線
の供用（Ｈ31.3）

一般県道浅利渡津線の
供用目標を公表
（Ｈ26.11）

静間・仁摩道路等
の供用目標公表
（Ｈ31.12）
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については、従来の3便益に加えて、「地域から期待される道路の役割」等を整理。

今回のとりまとめ結果
福光・浅利道路

項 目

JCT間

（宍道JCT～浜田JCT）
福光・浅利

全体事業 残事業 全体事業 残事業

総費用（C） 1,551 558 273 233

事業費 1,423 431 238 198

維持管理費 128 128 35 35

便益額（B） 2,037 2,037 399 399

走行時間短縮便益 1,611 1,611 307 307

走行経費減少便益 346 346 76 76

交通事故減少便益 81 81 17 17

費用便益比 1.3 3.6 1.5 1.7

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、
タイヤ・チューブ費、車両費、車両償却費）の減少効果
を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出して
いる。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩行
者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける
車両や構造物に関する物的損害額等）が減少する効果
を貨幣価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比 （億円）

※ 基準年：R2年◆道路の役割
■道路の役割
①環境への影響を考慮した効果［約5.3千㌧/年のCO2削減］

福光・浅利道路整備に伴う速度向上による地球環境（CO2）の改善効果を算定
②沿道環境の改善[NOX排出量：13.4トン/年（約0.6%削減）、SPM排出量：約1.1トン/年（約1.0%削減）］
③緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

◆まとめ

JCT間

（宍道JCT～浜田JCT）

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)
（ ）内は残事業B/C

15,500～19,900 台/日 1,496億円 1,551億円 2,037億円 1.3（3.6）

福光・浅利
計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)

費用対効果(B/C)
（ ）内は残事業B/C

15,500～15,800 台/日 290億円 273億円 399億円 1.5（1.7）
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一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

＜参考資料＞

◆前回評価時との比較（宍道JCT～浜田JCT）

新規事業採択時評価
(平成27年度)

今回再評価
(令和2年度)

備 考
（前回評価時からの変更点）

事業諸元 L=８８．１km L=２８．３km ・評価対象区間の変更

計画交通量
２，８００台/日

～１７，１００台/日
１５，５００台/日

～１９，９００台/日

・評価対象区間の変更
・将来交通需要推計ベースの変更（H17年度全国道路・街路交通
情勢調査ベース → H22年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）
・最新の事業化ネットワークを反映

総事業費 約３，４２３億円 約１，４９６億円 ・評価対象区間の変更

総費用
（C）

４，１２７億円 １，５５１億円
・評価対象区間の変更
・基準年の変更（H27基準からR2基準）

総便益
（B）

４，９６２億円 ２，０３７億円

・評価対象区間の変更
・将来交通需要推計ベースの変更（H17年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース → H22年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）
・「費用便益分析マニュアル」改訂（H30.2）による変更
・基準年の変更（H27基準からR2基準）

費用対効果
（B/C）

１．２ １．３ ・総費用及び総便益を見直したため

※費用/便益は基準年における現在価値の値
※新規事業採択時評価（平成27年度）のB/Cは試行段階の参考値

-12-



一般国道９号 福光・浅利道路
ふ く み つ あ さ り

＜参考資料＞

◆前回評価時との比較（福光・浅利道路 単区間）

新規事業採択時評価
(平成27年度)

今回再評価
(令和2年度)

備 考
（前回評価時からの変更点）

事業諸元 L=６．５km L=６．５km

計画交通量
１４，９００台/日

～１５，１００台/日
１５，５００台/日

～１５，８００台/日

・将来交通需要推計ベースの変更（H17年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース → H22年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）
・最新の事業化ネットワークを反映

総事業費 約２９０億円 約２９０億円

総費用
（C）

２１９億円 ２７３億円 ・基準年の変更（H27基準からR2基準）

総便益
（B）

３２８億円 ３９９億円

・将来交通需要推計ベースの変更（H17年度全国道路・街路交通情
勢調査ベース → H22年度全国道路・街路交通情勢調査ベース）
・「費用便益分析マニュアル」改訂（H30.2）による変更
・基準年の変更（H27基準からR2基準）

費用対効果
（B/C）

１．５ １．５ 総費用及び総便益を見直したため

※費用/便益は基準年における現在価値の値
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〔島根県への意見照会と回答〕
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